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技術の特徴技術の特徴

今後の展開今後の展開

機能性

マウスや無菌マウスに日本人の腸内細菌を定着
させたヒトフロー ラマウスを用いてフラボノイドの
代謝吸収に及ぼす腸内フローラの影響を検討し、

機能成分の生体への利用に最適な食品の組み
合わせを検索する。

・様々な食品成分の組み合わせ
を利用した動物試験

・無菌マウスに日本人の腸内フ

ローラを定着させたヒトフローラ
マウスの活用

・無菌マウスを用いた動物試験

ヒトフローラマウスの飼育試験

フラボノイドの代謝吸収経路の推定
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腸内フローラ腸内フローラ
代謝産物、腸内フローラに
よって加水分解されたフラ
ボノイドアグリコン
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腸内フローラによるDaidzeinの代謝

Daidzein
(抗酸化作用弱い)

(エストロゲン作用弱い)

Equol　
(抗酸化作用強い)

(エストロゲン作用強い)

腸内フローラによる代謝

フラボノイド代謝における腸内フローラの重要性

生体内における機能成分の機能発現を効果的に発揮さ
せるための腸内フローラの条件等をプレバイオティクス

等を活用して検討する。
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